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ベラルーシの民営化・外資政策の急転換 
 

 

ロシアNIS経済研究所 次長 

服部 倫卓 

はじめに 

 周知のように、ベラルーシのルカシェンコ政権は国家主導の経済体制を構築し、市場経

済化にはどちらかと言うと後ろ向きな姿勢をとってきた。しかし、ルカシェンコ大統領は

2010年12月の選挙で再選を果たすと、その直後に経済自由化の方針を発表している。その

前後から、民営化をめぐる動きがにわかに慌ただしくなっている。そして、国内資本が非

力な当国における当然の帰結として、同時に外資導入の話題も盛り上がっている。 

 ベラルーシが国営企業を身売りしたところで、その買収に名乗りを上げる日本企業が出

てくるとは考えにくい。しかし、ベラルーシ大企業の経営主体が代われば、たとえば日本

からのプラント輸出といったビジネスチャンスが拡大するかもしれない。また、ロシアの

大資本がベラルーシ企業を傘下に収めるシナリオは大いに考えられるので、ロシア経済・

企業をウォッチするうえでも、ベラルーシの民営化問題を視野に入れておいて損はないで

あろう。そこで本稿では、ベラルーシの民営化政策の概要と経緯を整理するとともに、話

題になっているいくつかの事例を紹介してみたい。 
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